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北海道ホームヘルパー協議会による胆振東部地震 救援活動の実施について 

 

北海道ホームヘルプサービス協議会 

１ 目 的 

・北海道胆振東部地震で被災された避難所での介護支援のニーズに応じた生活支援や、要

援護者への心理的ケアを含む被災者相談や福祉的支援等を行う。 

 なお、本支援は、北海道と北海道社会福祉協議会が連携の上、北海道災害派遣福祉チー

ム（DCAT）に基づき、派遣を行うものとする。 

２ 期 間 

９月１２日～９月２６日頃（当面、２週間程度）※現地の状況により随時変わります。 

３ 派遣方法 

・被災地避難所へ本会会員のホームヘルパー等（経験者を含む）を派遣する 

・ヘルパー３人組（原則）を１チームとして、活動期間は２泊３日を基本とする。最終日

の３日目は後任のチームの活動初日と重ね、引き継ぎ時間を設ける予定 

４ 活動内容 

・避難者の介助支援、生活環境整備、体調管理支援 等 

（参考）「ホームヘルパーのための避難所支援マニュアル（全国ホームヘルパー協議会発行）」  

５ 集合場所 

・被災地避難所  ※現地の状況により変わる可能性があります 

※当面は厚真町の避難所「総合福祉センターゆくり」（厚真町京町１６５－１） 

６ 宿 泊 

・原則、避難所に泊り込み。※寝袋必要。各自食料等も持参願います。 

※夜勤対応あり、認知症対応あり、日帰りのみの方でもご相談ください。 

７ 北海道災害派遣チーム（DCAT）協定について 

  派遣元の施設運営法人と北海道知事で、ケアチームの派遣に関して、協定を締結する。

（原則、事前に手続きを予定） 

８ 費用負担について 

以下の対象経費については北海道にて負担（対象範囲は予定）【後日清算】 

対象経費 備考 

人件費 1 日 1 人１７，２００円×日数 

現地までの移動に伴う交通費 「北海道の旅費規程」に基づき交通費実費、日当、

宿泊料等を弁償 

レンタカー使用料、燃料代（乗用車）等 

※今回の派遣は、派遣元の事業所職員の身分として、現地に派遣されるため、 

事業所で加入している労災保険により対応となります。 

９ 現地の情報 厚真町の避難所「総合福祉センターゆくり」（９月１０日１２：００現在） 

・厚真町の３ヵ所の避難所において、介助が必要な人は計約４７名（認知症・身体介護）

・福祉入浴時間を設け、その問の介助が必要な方が多い。 

・現在、現地の保健師を中心に、介助者の支援にあたっている。 

・トイレ一部介助、日中見守り、食事の世話等を実施 

・夜間、不穏行動になる方もいるため、夜の見回りも必要な状況 
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